
 

第２１回クリーンセンター滋賀環境監視委員会会議概要 

 

１．日時平成２３年７月８日（金）１０：４０～１２：５０ 

２．開催場所 クリーンセンター滋賀 研修室 

３．出席者 環境監視委員 

    学識経験者：金谷委員長 

    住民代表：中島(茂)委員、広岡委員、中邨委員、 

中島（仁）委員 

    事業者：西沢委員 

    滋賀県：大谷委員 

    甲賀市：立花委員、廣岡委員、矢田委員 

    環境事業公社：中村委員 

    事務局：財団法人滋賀県環境事業公社 

 畑副理事長、中村事務局長、谷口所長、 

中村次長、山本主任技師 

 

４．議事概要 

(１)．あいさつ（公社 副理事長） 

(２)．活動内容報告 

１）遮水シート破損事故検証結果について ・・・・・・・・・・・資料１ 

 

２）水質調査結果について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

 

３）搬入実績報告について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

 

４）その他 

    ・埋立管理作業について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

    ・環境影響評価事後調査（動植物）結果について ・・資料５ 

    ・放射線の測定等について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料６ 

 

【主な意見および質疑】 

（遮水シート破損事故検証結果について）  

・公社の今後の対応として、埋立作業管理マニュアル、危機管理マニュアルが改定されているが、現在の状況はどう

なっているのか。また改定内容を知ることはできるのか。 

  →提言いただいた内容については全て改定が終わっています。改定の内容については資料を送付させていただ

きます。 

・研修についても年間計画や実施結果を提示してほしい。 

  →研修については特に埋立管理と危機管理の内容を中心に３月と５月に実施しました。今年度の研修計画も作成

していますので、研修計画および研修時の資料について送付させていただきます。 

・緊急時の連絡先に土山地区を追加するとのことだが、具体的に誰に連絡がいくのか。 

  →土山地区では土山地域市民センターおよび区長会長あて連絡するようにしました。 

・甲賀地区には緊急時の連絡網があり、今回遮水シートの破損事故で連絡されたとのことだが、今回以外で連絡され

たことはあったのか。 

  →緊急事態時の連絡としては、今回の遮水シート破損事故による連絡が初めてです。 

 



 

・緊急時かどうかの判断はどのようにされるのか。 

  →危機管理マニュアルに想定されている緊急事態例に基づき判断します。 

・今回の事故は、埋立時、補修時とも人為的なミスが原因となっている。ブルーシートの敷設や法面部保護土の施工

方法など作業方法を写真で記録し、マニュアルを作成することで作業内容を例示し、再発防止策を図っていただきた

い。二重の遮水シートに鉛直遮水工と複数の遮水システムを採用しているが、作業者が不適切な作業を行うと、問題

が生じてしまう。 

  →人為的なミスが生じないように研修を実施し、再発防止に努めていきたい。 

・県で防災マニュアルの策定を検討されているとのことだが、県の内容に準じて公社独自のマニュアルも策定してい

ただきたい。 

  →県でマニュアルが策定された後、その内容を踏まえ、公社の危機管理のマニュアルも改定していきます。 

 

（水質調査結果について） 

・COD の値が基準値内ではあるが高くなっている。下水道投入基準値を超過した場合は下水道放流できないのか。

また CODの値を下げることはハード的に可能なのか。 

  →下水道投入基準値を超過した場合は下水道放流できません。水処理については現在、生物処理と砂ろ過処理

のみ実施しています。今後 COD の値が高くなる場合は活性炭処理等の施設を稼働させて対応することも考えてい

ます。 

 

（埋立管理作業について） 

・現時点では改善されているが、山積みとなってからしばらく時間が経過している。危機感をもって素早い対応をお願

いしたい。 

  →今後はそのように対応します。 

 

（環境影響評価事後調査（動植物）結果について） 

・カワムツが増加傾向にあるが、どのように評価しているのか。 

  →個体数の変動はさまざまな要因があるため、評価としては安定した個体数が維持されているかどうかで判断し

ています。 

 

（その他） 

・道路にごみが飛散しているとの報告を受けた。原則は即日覆土であるが、搬入状況が多い場合は難しいときもある

とお伝えしたが、公社の考えを聞かせてもらいたい。 

  →覆土の前に飛散する場合や搬入時にシート掛けを外したときに飛散する場合もあるので、定期的に飛散状況を

確認し、必要に応じて清掃活動を実施しています。今後も継続していきたいと思っています。 

・平常時における地域住民等とのコミュニケーションが重要とされているが、建設当時から地元住民との情報交換が

あまりなく、区長も施設の状況をよくご存じない状況である。現状ではコミュニケーションがとれていない状況と考える

が、この点についてどのように考えているのか。 

  →これまでは公社の状況説明が不十分であったと考えているので、今後は区長会の中で公社の現状を説明し、

理解していただきたいと思っています。 

 

 

◎次回、環境監視委員会は１１月頃開催予定。 


